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近畿大学病院では受診される皆様が以下に掲げる
権利を有することを確認し、尊重します。

受診される皆様の権利

1． 人間としての尊厳を尊重されながら医療を受ける権利
2．病院全機能をあげて最善で安全な医療を受ける権利
3． 自らの心身の状態を理解するために病院から必要な
情報を得る権利

4． 病院から必要十分な情報の説明を得た上で、自己の
自由な意志に基づいて医療行為を決定する権利

5． プライバシーの保護を受ける権利
6． 必要に応じ、医療費用の内容に関する情報を受ける
権利

守っていただく事項

近畿大学病院は受診者および病院の双方がお互いに尊敬
し、協力し合うことが最善の医療サービスの提供につながる
ものであると考えますので、受診者の皆様には次のような事
項を守っていただきますようお願いします。

1． 心身の健康状態、その他の必要事項について正確な情報をお
伝え下さい。

2． 検査や治療などの医療行為は説明を受け納得の上で受けて下
さい。
合意できない場合はその旨お知らせ下さい。

3． 病状の変化や、治療中に生じた問題についてお知らせ下さい。
4． 病院ではお互いに礼儀正しく思いやりのある態度で接して下さい。
5． 病院内では静粛を保ち、器物は大切に取り扱って下さい。
6． 敷地内での禁酒・禁煙を守って下さい。
7． 医療費の支払い請求を受けたときには速やかにお支払い下さい。

患者本位の開かれた病院として、

安全で質の高い先進医療を提供します。

基本方針

特定機能病院として、医学医療の進歩に関与し、社会に貢献します。

教育病院として、人に愛され、信頼され、尊敬される医療人を育成します。

南大阪における基幹病院および救急災害拠点として地域医療に貢献します。

働きがいのある病院として、チーム医療と環境整備に努力します。
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疾患別診療実績（全８６例）（２０２４年７月～２０２６年４月）

特殊［専門］疾患

●広範囲熱傷（全身熱傷）

●化学熱傷

●複合熱傷

センターの特徴

重症熱傷センターでは致死率の高い患者さんに対して、高度な熱傷治療を提供します。以下の条件
に合致した患者さんの治療のため、転院搬送を受け入れています。

◎ 受入医療機関での初期診療後、以下の集約基準の該当患者が重症熱傷センターへの転院搬送対
象となります

◎ 重症熱傷センターへの患者集約基準　（以下のいずれかを満たすもの）
　① Ⅱ度熱傷及びⅢ度熱傷の合計面積が体表面積の30％以上の熱傷
　② 熱傷指数20以上
　③ Ⅲ度熱傷の面積が体表面積の10％以上の熱傷

重症熱傷センター
センター長代行 松島 知秀 医学部講師
出 身 大 学 近畿大学
専 門 分 野 外傷、救急外科、熱傷
専門医資格 救急科専門医

TOPICS  �
熱傷治療を救急科・形成外科・口腔外科・リハビリテーション科など、
複数の診療科・多職種から成るチーム医療で行っています。重症熱傷
患者は救命救急センター内にある熱傷センターに入室となり、ショック
期と感染期を脱して安定するまでの数週間、救急科が全身管理と同時
に焼痂切除・植皮術を行います。この間、早期よりのリハビリ・栄養管理・

感染対策が院内各チームの協力によってなされます。この他、熱傷セン
ターの看護スタッフだけでなく、精神面の治療・サポートには精神科が、
火災で住居焼失など退院に向けた諸問題には SWや地域医療連携室
などが必要なチームを組み、１人の重症熱傷患者の救命・社会復帰に
向けて努力しています。
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近畿大学病院
HP

　救命救急
センターHP

特殊［専門］疾患

●急性心筋梗塞

●不安定狭心症

●重症心不全

●心原性ショック

●重症不整脈

●急性肺血栓塞栓症

●劇症型心筋炎

●大動脈解離

●動脈瘤切迫破裂　

●重症弁膜症　など

センターの特徴

緊急性のある心臓疾患全般

◎ 一刻も早い治療を要する急性冠症候群（急性心筋梗塞、不安定狭心症など）に対して、緊急冠
動脈インターベンションを積極的に行っている。ほとんどの症例においてDoor to Balloon Time
（患者さんが来院して冠動脈血流を再開させるまでの時間）90分以内を達成しており、今後も、
十分な体勢を24時間整えていく。

◎ 緊急搬送依頼に遅滞なく対応するため、CCU当直医がダイレクトコール（ハートコール）を24時
間携帯し、あらゆる現場からの要請に応えている。

　 ハートコール：0120-1
イーヨゴ

45-8
ハート

10

◎ 重症心不全、心原性ショックに対して補助循環（IABP、PCPS、IMPELLAなど）を常に適応でき
る体勢を整えている。

◎ 薬物抵抗性の重症心室不整脈に対する緊急カテーテルアブレーション

◎ 循環器内科と心臓血管外科との連携を緊密に行い、急性冠症候群や大動脈解離に対する緊急
手術を常に行える体勢を整えている

◎緊急冠動脈インターベンション

◎冠動脈狭窄のイメージング……血管内視鏡、IVUS、OCT

◎補助循環……IABP、PCPS、LVAD、IMPELLA

◎経カテーテル的大動脈弁植え込み術、経皮的僧帽弁クリップ術

◎緊急心臓血管外科的治療

◎心大血管緊急手術

心臓血管センター
センター長代行 野田 崇 教授
出 身 大 学 広島大学
専 門 分 野 循環器一般、不整脈、カテーテルアブレーション、ペースメーカ、ICD、CRT
専門医資格 循環器専門医・総合内科専門医

TOPICS  �＂どんな患者さんも断らない＂を実践する
心臓血管センターでは、循環器内科（中澤学主任教授）と心臓血管
外科（坂口元一主任教授）が緊密に連携し、急性心筋梗塞や不安定
狭心症などの重症冠動脈疾患に加え、重症心不全、重症不整脈、大
動脈疾患など、幅広い重症心血管疾患の診療を行っています。当セ
ンターでは、24時間365日体制で循環器内科医および心臓血管外
科医が院内に待機しており、「ハートコール」と呼ばれる医師直通の
ホットラインシステムを活用することで、心肺停止蘇生を要する患者さん
を含め、一刻を争う病態に対して迅速に対応できる体制を整えています。

また、院内には複数の心臓血管撮影室を備えており、体外循環式心
肺蘇生法（ECPR）や緊急カテーテル治療を要する心肺停止症例や重
症冠動脈疾患患者の搬送が重複した場合でも、速やかな対応が可能
です。さらに、循環器専門医を中心に、看護師、臨床工学技士、検
査技師、診療放射線技師など多職種で構成されるハートチームが連
携して診療にあたることで、患者に対して高度かつ安全な医療を提供
しています。

救急災害センター27
責任者／診療部長 髙橋 淳 主任教授
出 身 大 学 京都大学
専 門 分 野 脳血管障害の外科治療（脳動脈瘤、脳動静脈奇形、もやもや病）
専門医資格 脳神経外科専門医
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特殊［専門］疾患

● 脳卒中
　（脳梗塞、脳内出血、
　くも膜下出血など）

● 一過性脳虚血発作

疾患別診療実績（患者総数413）

センターの特徴

緊急対応が必要な脳卒中（脳梗塞、脳内出血、くも膜下出血など）

◎ 脳卒中患者が SCU（Stroke Care Unit）を有する脳卒中センターに搬送されると、24時間
365日迅速な画像診断と高度治療が専門医により施され、救命率のみならず神経機能回復を改
善させます。

◎ 救急隊・一次救急病院 ER・近隣病院院内発症からの発症直後の緊急搬送依頼に対して、専
門医が脳卒中コール（専門医へのダイレクトホットライン）にて常に迅速応需しています。

◎ 脳梗塞超急性期に対する経静脈的血栓溶解療法および機械的血栓回収療法を迅速に行い、治
療成績を劇的に改善させています。

◎ 脳内出血およびくも膜下出血に対し、病態に応じて血管内治療もしくは直達手術のどちらか最適
な治療を行い、救命率・機能転帰の向上を得ています。

◎ 脳卒中地域連携パスによる急性期から回復期へのリハビリテーションやかかりつけ医へのシーム
レスな連携が行われ、高い在宅復帰率・復職率を得ています。かかりつけ医と再発予防治療の
連携を推進しております。
脳卒中治療は時間との勝負です。脳卒中を疑う症例では脳卒中コールにご連絡ください。

脳卒中コール：072-288-7377

医師名 役職／職位 出身大学 専門分野 専門医資格

辻  潔 講師 近畿大学 脳血管障害、脳血管内治療 脳神経外科専門医・脳血管内治療専門医

田中  寛大 講師 大阪市立大学
（現 大阪公立大学） 脳血管障害、脳血管内治療、脳神経超音波検査 神経内科専門医・脳血管内治療専門医

乾  涼磨 助教 京都府立医科大学 脳血管障害、脳血管内治療、脳神経超音波検査 神経内科専門医・脳血管内治療専門医

TOPICS 
脳血管内治療・外科治療と脳卒中内科の
ハイブリッド体制で最善の脳卒中治療を
提供します

脳卒中は突然に起こり、患者さんとその周囲の人の生活を一変させる可能性
の高い疾患です。近年、急性期脳梗塞に対する血栓回収療法、くも膜下出
血（脳動脈瘤破裂）に対する脳動脈瘤コイル塞栓術といった脳血管内治療
の発展により、脳卒中の予後が改善してきています。当センターには日本脳
神経血管内治療学会指導医2名（佐藤、辻）、専門医2名（田中、乾）が在
籍しており、脳神経外科（血管内治療専門医2名、血栓回収療法実施医
1名が在籍）との緊密な連携の下、脳卒中に対する迅速かつ的確な対応を
行っています。血管内治療もしくは直達手術を行わない保存的加療の患者
についても神経内科専門医の田中を中心に脳卒中ガイドラインに基づく最
新の医療を提供し、慢性期に至るまでシームレスな医療を提供しております。

脳内出血

くも膜下出血

5%

脳梗塞

一過性
脳虚血発作

その他の脳卒中

64.6%

6.8%

8.2%

17.9%

脳卒中センター
センター長代行 佐藤 徹 教授
出 身 大 学 京都大学
専 門 分 野 脳血管障害、脳血管内治療
専門医資格 脳神経外科専門医・脳血管内治療専門医
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中央手術部（低侵襲外科センター）
低侵襲外科センター長  吉村 一宏 教授
出 身 大 学 和歌山県立医科大学
専 門 分 野 尿路結石、内視鏡手術、尿路悪性腫瘍
専門医資格 泌尿器科専門医

その他センター28

中央手術部（中央手術センター）
中央手術部長  坂口 元一 主任教授
出 身 大 学 京都大学
専 門 分 野 虚血性心疾患、大動脈疾患、弁膜症
専門医資格 心臓血管外科専門医・外科専門医

中央手術センターは外科系診療科だけでなく循環器内科など各分野の専門医が連携し
て年間多数の高度な手術を実施しています。また緊急性の高い症例に対しても24時間
体制で対応しています。地域の救急医療のバックアップとして迅速かつ確実な手術体制
を整備しています。高感度内視鏡手術装置、高精度ナビゲーションシステム、ハイブリッ
ド手術室、Da Vinciや Hinotoriのロボット支援下手術など最先端の医療機器を多数導
入しています。また厳格な感染対策、麻酔管理のもと安全性を追求した手術環境を提供
しています。

センターの特徴
TOPICS 

2025年11月1日に新病院へ移転し手術
室が20室に増えました。緊急手術用の手
術室を常に確保しているので、24時間体
制で緊急手術に対応することが、今まで以
上に可能となっています。また外来手術の
体制を整備してより多くの外来手術を行っ
ていきます。

低侵襲外科センターでは内視鏡を用いた治療を行っています。内視鏡治
療のメリットとして、創部が小さい、目立たない、術後の疼痛が開腹手術と
比較し少ない、術後の回復が早く、入院日数が短くなるなどがあげられます。
当院では2014年からDa Vinciサージカルシステムを用いたロボット支援
下腹腔鏡手術に取り組んでいます。現在では食道、肺、肝臓、大腸、子宮、
卵巣、腎、前立腺、膀胱などの悪性腫瘍はロボット支援下腹腔鏡手術が
主流となっております。ロボット支援手術の特徴は従来の腹腔鏡手術と比
較し、より繊細な鉗子操作ができる点で、これにより複雑な縫合等の手技
を短時間で行うことができるようになりました。

センターの特徴
TOPICS 

2024年から hinotoriサージカルロボットシステムを導入
しています。hinotoriサージカルロボットシステムはわが
国で開発されたわが国初のロボット支援システムで、Da 
Vinci同様の正確な鉗子操作により、難しい手術手技を
より短時間で行うことができます。2026年7月からは
Da Vinciサージカルシステムが1台追加され2台になる
予定です。今後は Da Vinciサージカルシステム および 
hinotoriサージカルロボットシステムの3台体制で患者さ
んによりよい医療をとどけて参りたいと考えております。
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内視鏡センター

糖尿病センター

診 療 部 長  工藤 正俊 主任教授

センター長  能宗 伸輔 教授

出 身 大 学 京都大学
専 門 分 野 肝細胞がんの診断と治療、ウイルス性肝炎、脂肪性肝疾患、消化器疾患全般
専門医資格 総合内科専門医・消化器病専門医・消化器内視鏡専門医・肝臓専門医・超音波専門医・核医学専門医

出 身 大 学 宮崎医科大学
専 門 分 野 糖尿病（1型糖尿病、2型糖尿病、その他特定の機序、妊娠糖尿病）
専門医資格 糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医・総合内科専門医・老年科専門医

当センターでは上部消化管内視鏡、大腸内視鏡、小腸内視
鏡、胆膵内視鏡、気管支鏡、胸腔鏡を行なっており、消化
器内科、外科、呼吸器内科、腫瘍内科が連携して運営して
います。消化管内視鏡では胃がん、大腸がんの診断、治療、
胆膵内視鏡では膵がん、胆道がんの診断や胆管結石の治
療、呼吸器内視鏡では肺がんやびまん性肺疾患の診断や膿
胸などの治療を行っています。鎮静下内視鏡も行っており、
苦痛の少ない検査、治療を心がけています。消化管出血や
閉塞性黄疸、胆管炎などの救急対応、緊急内視鏡にも対応
しています。

当センターでは、4,000名を超える糖尿病をもつ方 を々診療してお
り、地域医療の中核として質の高い包括的糖尿病診療を提供して
います。診療実績としては、全国81の糖尿病専門施設が参画す
る J-Doit3研究において、5期連続で診療成績総合1位を獲得す
るなど、国内トップレベルの治療成績を有しています。また、持続
血糖モニター（CGM）やインスリンポンプ療法（AID）などの先進医
療を駆使して、個々の病態に応じた精密な血糖マネジメントを実現
しています。新病院では、合併症検査室（頸動脈エコー、神経伝
導速度検査、動脈硬化指数測定、体組成など）、栄養相談室（栄
養指導、糖尿病教室）、看護外来（療養指導、透析予防、フットケ
ア）を併設し、効率的かつ質の高い診療体制で合併症予防から生
活指導まで包括的にサポートしています。

センターの特徴

センターの特徴

TOPICS 

消化管分野では内視鏡的粘膜下層剥離術を数多く行っており、困難
部位や瘢痕、治療後再発などの困難例にも対応可能です。小腸内視
鏡も行っており、バルーン小腸内視鏡、カプセル内視鏡による診断、治
療の経験も豊富です。胆膵分野では胆道ドレナージ、超音波内視鏡下
瘻孔形成術などを数多く行っており、巨大結石などの難治例にも対応
可能です。またバルーン内視鏡を用いた術後再建腸管例の胆道処置も
行っています。
呼吸器分野では気管支鏡での超音波下リンパ節生検やクライオバイオプ
シーなどを行い、診断率が向上しています。また、膿胸に対する胸腔鏡
下胸膜掻爬術も行っています。

TOPICS 

当センターは、地域に開かれた糖尿病医療の推進に力を入れていま
す。毎年11月の世界糖尿病デーにあわせて開催するイベントでは、
地域住民の方々に糖尿病関連検査を体験いただくとともに、医師・
看護師・管理栄養士・薬剤師など多職種による啓発セミナーを実施
し、糖尿病予防および早期発見の重要性を広く発信しています。ま
た、2月には糖尿病患者会と連携した勉強会を開催し、日常生活に
即した療養支援や最新の治療情報の共有を行っています。患者さ
ん同士の交流の場としての役割も果たしており、継続的な治療意欲
の向上に寄与しています。
また、臨床と研究の融合も当センターの大きな特徴であり、日本人
1型糖尿病の全国データベース研究（TIDE-J）を中心に、国際的に
も高い評価を受ける研究成果を発信しています。
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血液浄化センター
センター長  有馬 秀二 主任教授
出 身 大 学 東北大学
専 門 分 野 腎臓病一般、血液浄化療法、高血圧
専門医資格 総合内科専門医・腎臓専門医・老年科専門医

当センターは腎不全に対する人工透析のみでなく、重症患
者や難病疾患に対する特殊な血液浄化、集中治療室での
持続血液浄化など、血液浄化療法全般に対応しており、
2025年4月に人工透析部から血液浄化センターに名称変
更いたしました。当センターの特徴としまして、慢性腎不全
の患者さんに対しては腎代替療法の選択から導入の準備、
導入期の管理を行い、血液透析については導入後維持透
析施設にご紹介、腹膜透析については導入後も当院にて管
理を行っています。また維持透析患者さんが合併症などで
当院に入院された際には、透析担当医にて入院中の透析管
理をさせていただいています。またそれ以外の特殊血液浄
化に関しましても最新のデバイスを取り入れ、各科の連携を
密に行い、治療の充足を図っています。

センターの特徴
TOPICS 

当センターでは月間約250件の血液透析を行うとともに、約30人の
腹膜透析患者さんの管理を行っています。また月間約20件の特殊血
液浄化，月間100件以上の持続血液透析濾過（CHDF）を実施してい
ます。特に新病院移転後は CHDFの施行件数が昨年度よりも約30％
増加し、より重症度の高い患者さんへの対応が求められる状況となっ
ています。CHDFは腎不全治療だけでなく、敗血症や重症急性膵炎な
どの病状安定を目的として行っています。その他の特殊血液浄化では，
神経疾患に対する血漿交換，炎症性腸疾患及び皮膚疾患に対する顆
粒球除去，腹水濾過濃縮再静注など，難病治療の一環として重要な
役割を担っています。また新病院移転に伴い、CCUや ICUなどに RO
水の供給口を配置し、これらの病棟で血液浄化センター同等の治療が
可能となりました。センター内においても設備の充足を図り、多様な病
態の患者さんに対応可能な診療体制を整えています。

当センターは平成17年に南大阪エリアで初の PET施設として設立さ
れました。現在、PET/CT装置で保険適応である PETがん診断と臨床
研究を行うとともに、自由診療・臨床研究による認知症 PET検査を行っ
ています。また世界初の頭部・乳房専用 PET装置を有しており、脳ア
ミロイド PET、脳腫瘍 PET、乳がん PETとして非常に高分解能の画像
を提供しています。大学病院の強みを活かしたがんの早期治療を目指
した PET検診センターとして、多数の PET検診コースを設定してご利
用頂いております。新病院では最新の PET/CT装置の導入を予定して
います。これからも、高度な専門知識を有するスタッフとともに、PET/
CTやMRIなどの総合的な画像診断を行い、最先端の医療のみならず、
研究・教育の向上を目指して努めてまいります。

TOPICS 

アミロイドPETはアルツハイマー病の早期診断や治療選択に
不可欠なバイオマーカー技術として注目されており、近年、抗
アミロイド薬の普及に伴い、アミロイド陽性の正確な判定をア
ミロイドPETで可能となっています。頭部専用 PET装置は高
分解能かつ高感度な撮像を可能にし、微細なアミロイド沈着
や脳領域間の集積差の検出に優れ、定量性の向上も期待さ
れています。当院では世界初の頭部・乳房専用 PETを導入し
てアミロイドPETのみならず脳代謝 PET、脳腫瘍用アミノ酸
PETにも使用され、従来の全身用装置と比較して、被ばく低減
や撮像時間短縮の利点もあり、臨床・研究双方での活用が進
んでいます。

センターの特徴

PET分子イメージング部（高度先端総合医療センター）

高度先端総合
医療センター長 東田 有智 病院長
出 身 大 学 近畿大学
専 門 分 野 呼吸器内科、アレルギー内科
専門医資格 呼吸器専門医・アレルギー専門医

気管支鏡専門医・気管食道科専門医

PET 分子
イメージング部長 坪山 尚寛 主任教授
出 身 大 学 大阪大学
専 門 分 野 放射線診断学
専門医資格 放射線診断専門医

その他センター28
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アレルギーセンター
センター長  東田 有智 病院長
出 身 大 学 近畿大学
専 門 分 野 呼吸器内科、アレルギー内科
専門医資格 呼吸器専門医・アレルギー専門医・気管食道科専門医

当センターは大阪府アレルギー疾患医療拠点病院として、
内科・小児科・皮膚科・耳鼻咽喉科・眼科・歯科口腔外科
が連携した包括的診療体制を構築しています。気管支喘息、
食物アレルギー、アトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎など
幅広い疾患に対応し、特に重症例や複数のアレルギー疾患
を併存する症例を強みとしています。生物学的製剤や JAK
阻害薬等の分子標的治療薬の適正選択、免疫療法を含め
た治療最適化に加え、アレルギー疾患療養指導士・小児ア
レルギーエデュケーターによる支援を通じて長期的な疾患
管理を行い、地域医療機関と連携した診療を提供します。

センターの特徴
TOPICS 

重症喘息、アトピー性皮膚炎、好酸球性副鼻腔炎、慢性蕁麻疹、食物
アレルギー等の難治性アレルギー疾患領域では、近年、複数の生物学
的製剤・分子標的薬が新規承認・適応拡大され、治療選択肢が大きく
広がりました。一方で適切な病型評価、製剤選択、切替判断には各分
野の専門的知見と豊富な使用経験が不可欠です。既存治療で難渋さ
れる症例、生物学的製剤の導入・切替のご相談、診断確定が困難な症
例を積極的にご紹介ください。また、大阪府との共催で、アレルギー疾
患についての市民公開講座や医療従事者向け講習会を開催し、最新の
知識についての情報提供を行い、地域のアレルギー疾患への正しい理
解、診療レベルの向上に貢献しています。

早期認知症センター
センター長  橋本 衛 主任教授
出 身 大 学 大阪大学
専 門 分 野 精神医学全般、老年精神医学（認知症を含む）、高次脳機能障害学
専門医資格 精神科専門医

当センターでは、アルツハイマー病をはじめとするさまざまな認知
症疾患の診療を専門的に行っています。認知症の多くはいまだ
根治させることができませんが、特発性正常圧水頭症や慢性硬
膜下血腫のように、手術によって治癒が期待できる認知症があ
ります。また根治が期待できないアルツハイマー病も、病気の進
行を遅らせる治療薬が近年発売されました。これらの治療は、
早期に行うほどより大きな効果が期待できますので、認知症の
早期診断はとても大切です。当センターでは、3TMRIやアミロイ
ド PET検査などの高度な脳画像検査や、詳細な認知機能検査
を活用し、認知症専門医が認知症の早期診断と治療に取り組ん
でいます。

センターの特徴
TOPICS 

アルツハイマー病は脳の中にアミロイドβと呼ばれるたんぱく質が異
常に蓄積し、神経細胞が障害されることによって記憶や判断力など
の認知機能が低下し、日常生活に支障が生じる病気です。令和5
年12月に、脳内のアミロイドβを取り除き認知症の進行を遅らせる
薬剤（抗アミロイドβ抗体）が発売され、現在2種類の薬剤が使用で
きるようになりました。この薬剤による治療では、適応となる患者さ
んの診断が難しく、また脳出血などの重大な副作用が生じる可能性
があります。そのため高度な脳画像検査や認知症専門医療が求め
られ、南大阪地域でも治療可能な施設は少数です。当センターでは、
令和６年３月より抗アミロイドβ抗体治療を行っていますので、治療を
希望される場合は物忘れ診断外来にご相談ください。
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睡眠センター
センター長代行  東田 有智 病院長
出 身 大 学 近畿大学
専 門 分 野 呼吸器内科、アレルギー内科
専門医資格 呼吸器専門医・アレルギー専門医・気管食道科専門医

当センターでは、睡眠時無呼吸症候群（SAS）をはじめ、
不眠症、過眠症、概日リズム睡眠障害など幅広い睡眠障
害に対して専門的診療を行っています。SASに関しては、
終夜睡眠ポリグラフィー等による精密な病態評価のもと、
CPAP適応評価から導入・管理、口腔内装置、耳鼻咽喉
科的外科治療、肥満・生活習慣病の併存管理までを一元
的に対応し、患者さん一人ひとりに最適化された治療計
画を策定します。呼吸器内科を中心に多診療科と連携し、
合併症を有する複雑な症例にも対応致します。

センターの特徴
TOPICS 

日本の中等症以上の SASの患者数は約900万人と推計される一方、
CPAP治療を受けているのは約70万人にとどまり、早期診断・介入の重要
性が指摘されています。2026年6月の診療報酬改定で CPAP保険適用
基準が緩和され、これまで適応外であった症例も治療対象となりました（簡
易検査：AHI 40以上→30以上、終夜睡眠ポリグラフィー：AHI 20以上
→15以上）。高血圧、心血管疾患、糖尿病などを合併する症例では全身
管理の観点からも、これまで以上に早期の治療導入が望まれます。当センター
では、CPAP導入や治療継続に課題のある症例、診断に迷う症例に対して
も専門的評価を行い、地域医療機関と連携した継続診療を支援致します。

てんかんセンター
センター長代行  中野 直樹 准教授
出 身 大 学 近畿大学
専 門 分 野 てんかん外科治療、ジストニア、パーキンソン、不随意運動、脳深部電気刺激療法、機能的脳外科治療
専門医資格 脳神経外科専門医・リハビリテーション専門医

診察対象は、てんかん（初発てんかん、薬剤を使用してもコントロール
に難渋するてんかん）です。｢てんかん｣は、脳の異常な活動によって引
き起こされ、脳の部位により様々な症状を呈します。このため、問診、
画像、生理検査を行い、時には入院にて長時間ビデオ脳波モニタリン
グを行い、実際の発作の状態を把握し、総合的に｢てんかん｣と判断
します。｢てんかん｣と診断されれば、数ある抗てんかん発作薬の中から
適切な薬剤の治療へと各科の担当医からご提示します。場合によって
は薬剤でのコントロールが困難な場合には、外科治療を考慮します。
外科治療には電極留置をおこなってからの切除術、離断術、迷走神経
刺激術、脳深部刺激術などがあります。当センターでは、診断から薬
物治療、外科治療に至る包括的な体制をとっております。

センターの特徴
TOPICS 

てんかんの診断から薬物治療～外科治療が行える施設はそ
う多くはありません。当センターはその一角を担っており、特
に南大阪地区では唯一の施設となっております。診断に必要
な長時間ビデオ脳波計、画像異常の検知に欠かせない、かつ
脳機能の情報を得るための高磁場MRI、てんかん焦点を探
るPETなどの機器を備えています。内科的な治療では、概ね
国内で流通している抗てんかん発作薬を使用できるような体
制となっています。外科治療は、高精度な精度が確約できる
Hybrid 室で、ロボットを駆使した電極留置、定位脳手術やて
んかん焦点切除術、脳梁離断術、迷走神経刺激術、脳深部
刺激術を行っています。

その他センター28

60



リウマチセンター

当センターでは、関節リウマチをはじめ、膠原病、血管炎、腎炎、
アレルギー疾患など幅広い免疫関連疾患に対して、専門的かつ
総合的な診療を行っています。
関節症状のみならず、全身状態や合併症にも配慮しながら、一人
ひとりの病態に応じた最適な治療を提案しています。
近年進歩の著しい免疫抑制薬、生物学的製剤、JAK阻害薬な
どを適切に活用し、疾患活動性の制御と生活の質の向上を目指
します。
また、関節超音波検査を積極的に取り入れ、炎症の程度を詳細
に評価しながら、治療効果判定や薬剤調整に役立てています。
整形外科、皮膚科、産婦人科など関連各科とも連携し、妊娠・
出産支援を含めた切れ目のない診療体制を整えています。

センターの特徴
TOPICS 

当センターでは、関節超音波を用いた精密な疾患評価に力を入
れ、関節リウマチ診療の質向上に努めています。メトトレキサート
を含む従来型抗リウマチ薬、生物学的製剤、JAK阻害薬を適切
に使い分け、患者さんの年齢、併存症、生活背景を踏まえた個
別化医療を実践しています。治療目標達成後は、再燃に注意し
ながら減量や治療最適化も検討し、長期的な安全性にも配慮し
ています。さらに、全身性エリテマトーデス、ANCA関連血管炎、
IgG4関連疾患、皮膚筋炎などの全身性自己免疫疾患にも対応し
ており、診療と研究の両面から高度な医療を提供しています。臨
床研究・治験にも積極的に取り組み、新しい治療法の発展に貢
献するとともに、患者さんにより良い医療を届けることを目指して
います。

スキンサージェリーセンター
センター長代行  大塚 篤司 主任教授
出 身 大 学 信州大学
専 門 分 野 アトピー性皮膚炎の治療、悪性黒色腫の治療、乾癬の治療
専門医資格 アレルギー専門医・皮膚科専門医

皮膚外科では、基底細胞がん、有棘細胞がん、悪性黒色腫、乳房外パジェッ
ト病、その他の皮膚悪性腫瘍の治療をメインで行っております。母斑や粉瘤、
脂肪腫などの良性腫瘍、化膿性汗腺炎、陥入爪などに対する治療も行ってお
ります。
とくに、顔面など整容的配慮が求められる部位には、局所皮弁や植皮などを
用いてできる限り自然な仕上がりを目指しています。また、皮膚悪性腫瘍に対
しては、診断から切除・再建・必要に応じた他科との連携まで一貫した体制
で治療を行っています。
日帰り手術にも対応しており、患者さんの生活に配慮した柔軟な診療体制を
整えています。皮膚の手術に関するお悩みがあれば、お気軽にご相談ください。

センターの特徴
TOPICS 

当センターでは、皮膚悪性腫瘍の治療を中心に、整容
的配慮が求められる顔面再建や高難度の皮膚外科手
術にも積極的に取り組んでいます。基底細胞がん、有
棘細胞がん、乳房外パジェット病、悪性黒色腫などに
対し、確実な切除と機能・整容の両立を図る再建術を
提供しています。希少腫瘍も診断から再建・術後管理
まで包括的に対応しており、皮膚腫瘍は外観が類似し
診断が難しいこともあるため、少しでもご不安があれば
ご紹介いただければ幸いです。他院との共同研究や医
療連携も推進しています。

センター長代行  野﨑 祐史 准教授
出 身 大 学 近畿大学
専 門 分 野 リウマチ・膠原病一般、腎臓病一般、アレルギー性疾患
専門医資格 総合内科専門医・リウマチ専門医・腎臓専門医・アレルギー専門医
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人工関節センター

人工股関節置換術、人工膝関節置換術のみならず、人工肩関
節置換術においても日本有数の高い技術力と症例数を誇って
います。きめ細かい合併症対策の下で、安全・安心な治療を
提供しています。重度内科疾患のある高齢患者にも特定機能
病院の強みを生かして安心して手術を受けて頂けます。股関節、
膝関節、肩関節については、ロボット、ナビゲーション、３Dプリ
ント、３D解析技術を駆使して正確なインプラント設置を実現し
ています。股関節、膝関節は豊富な骨切り症例数を誇り、肩
関節、膝関節、股関節の関節鏡手術も多数手がけており、極
めて良好な治療成績を上げています。

センターの特徴
TOPICS 

2025年11月に南海泉北線の泉ケ丘駅に直結する新病院に移転し、
最新設備を備えた清潔度の極めて高い手術室で安心して手術を受け
て頂ける体制となっています。人工股関節置換術については皮膚切
開方法を従来の縦切開から皮膚皺に沿った横切開に近づけることに
よって、手術瘢痕が目立たない手術方法を確立しており、筋肉を切ら
ないアプローチ方法の実践によってさらに早期回復と術後満足度の
向上に取り組んでいます。人工膝関節置換術では、ロボット技術を
駆使して個々の患者さんの靭帯バランスに合わせたインプラント設置
を実現しています。また人工肩関節置換術においても、最新技術を
導入して最小侵襲でのインプラント設置を実現しています。

センター長  後藤 公志 主任教授
出 身 大 学 京都大学
専 門 分 野 人工関節置換術、股関節外科
専門医資格 整形外科専門医

当センターは2018年4月から稼働しているセンターです。診療内容は救
急災害棟で救命センターか ERに搬送される患者の診療にあたっています。
具体的には一つは救命センターに搬送される外傷でこれには高所からの
転落や交通事故などによる高エネルギー外傷（多発外傷、開放性損傷、
骨盤骨折、脊椎損傷など）が該当します。もう一つは、ERで対応する外
傷で、これには四肢の単発外傷と比較的全身状態が安定している多発外
傷、小児の骨折などの運動器外傷が該当します。
当センターの利点は救命センターと連携して治療ができるので迅速に対
応ができることです。状態が安定すれば整形外科病棟へ移動して治療を
継続できます。また、麻酔科医が常駐してますので特別な場合を除いて、
開放骨折や小児の骨折に対する緊急手術の対応できます。

センターの特徴

運動器外傷センター

TOPICS 

現在、大谷和裕（センター長、臨床教授）、中川晃一（病院
講師）、吉元孝一（助教）の3人で診療にあたっています。3
人とも整形外科専門医で、大谷（上肢、外傷全般）、中川（肩、
下肢関節、外傷全般）、吉元（上肢、外傷全般）それぞれの
専門性を持って治療を行います。脊椎損傷に関しては整形
外科の脊椎チームと連携して治療を行っています。脊椎手術
ではナビゲーションを駆使し、四肢の手術ではコンパクトで
解像度の高いミニ Cアームも随時使用し治療にあたっていま
す。大学病院という利点を生かして他科との連携を図って集
学的に治療を行っています。連携病院も充実しており、術後
の回復期リハビリテーションへの移行も円滑に行えます。

センター長  大谷 和裕 教授
出 身 大 学 近畿大学
専 門 分 野 手・上肢外科、外傷外科、関節リウマチ
専門医資格 整形外科専門医・リウマチ専門医

その他センター28
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周産期母子医療センター（NICU）
N I C U 部  杉本 圭相 主任教授
出 身 大 学 近畿大学
専 門 分 野 腎疾患・ネフローゼ症候群、膠原病、自己炎症性疾患、夜尿症、心身症
専門医資格 小児科専門医・腎臓専門医

大阪府指定の地域周産期母子医療センター NICU
です。
出生体重1000g未満の超低出生体重児の入院年
間4件以上、宿日直を行わない、すなわち夜間も日
中同様の医療を提供する専任の医師が常時勤務し
ていることが条件となる、新生児特定集中治療室管
理料1の施設です。低出生体重児を中心に、先天性
心疾患、消化管疾患などで手術を要する新生児や、
低体温療法、一酸化窒素（NO）ガス吸入療法や、
持続血液濾過（透析）などの高度医療を必要とする
重症児も受け入れています。当院は最重症合併症妊
婦受け入れ医療機関として大阪府の指定も受けてお
り、重症合併症を持った妊婦から出生した児の診療
に関しては南大阪で中心的な役割を担っています。

センターの特徴
TOPICS 

当センター NICUでは、早産児・低出生体重児をはじめ、眼科・循環器・小児
外科領域を含む高度な専門診療を必要とする新生児を、院内外の多職種と連
携しながら受け入れています。また、日本周産期・新生児医学会の基幹認定施
設として、新生児専門医・指導医を中心に、若手医師の専門研修にも力を入れ
ています。
2025年度は221件の新生児入院があり、低出生体重児81人、超低出生体
重児14人、極低出生体重児10人を受け入れました。特に、未熟児網膜症に
対する硝子体手術に対応できる数少ない施設として、眼科と連携し、全国から
転院症例を受け入れています。また、先天性心疾患の胎児診断にも積極的に
取り組んでおり、大阪府内・和歌山県内からの紹介にも対応しています。2025
年度には、心臓外科手術を要した新生児を8人診療しました。
近隣産院で出生した新生児についても、依頼に応じて当院ドクターカーによる
搬送を行っています。さらに2026年度からは小児外科常勤医師による診療体
制が整い、症例に応じて新生児外科疾患の受け入れも再開しています。

脊椎センター
診 療 部 長  後藤 公志 主任教授
出 身 大 学 京都大学
専 門 分 野 人工関節置換術、股関節外科
専門医資格 整形外科専門医

当センターでは、ハイブリッド手術室を使用し高難度変形（頚椎首下がり、腰曲がり、成人
側弯）の手術を施行しています。年間150件以上の脊椎手術を行っています。術中の体位
でのリアルタイム CTの撮影が可能であり、本情報を基にナビゲーションシステムを用いて正
確に椎弓根スクリューの固定や、骨切除、変形矯正を行う体制を整えています。リアルタイ
ムＣＴにて骨切り後やスクリュー刺入後の位置確認を術中に行うことができる為、上位頚椎
の偽腫瘍、頚椎後弯症の矯正などの高難度手術も安全に行うことが可能です。また、脊椎
の転移性腫瘍、原発性腫瘍、硬膜内腫瘍の摘出手術も行っています。低侵襲治療としては，
内視鏡を用いた椎間板ヘルニア摘出術、椎弓切除術も行っています。高度救命救急センター
と連携して外傷性脊髄損傷の治療も積極的に行っています。 
 ※脊椎専門医の診察日は、休診日を除く毎週月曜日と火曜日と金曜日です。

センターの特徴
TOPICS 

当センターでは、2024年度から外傷
性脊髄損傷患者に対する、脊髄再生治
療も行っています。患者さんの骨髄液
を採取し、骨髄液から脊髄再生因子を
抽出し点滴治療を行います。この治療
の一部は保険治療の対象となっていま
す。ただし、この治療はすべての外傷性
脊髄損傷患者に適応となる訳ではなく、
厳格な適応基準を満たす場合に限られ
ています。

63



周産期母子医療センター（分娩部）
分 娩 部  松村 謙臣 主任教授
出 身 大 学 京都大学
専 門 分 野 腫瘍、周産期
専門医資格 産婦人科専門医・婦人科腫瘍専門医

当センターは、大阪府最重症合併症妊産婦受入病院に指定され、救
急救命センターやNICU、麻酔科、放射線科、手術部、輸血部など関
連部門と連携し、24時間体制で母体救命に対応しています。周産期
コール（ホットライン）を設置し、緊急時にも迅速な受け入れが可能で
す。また、超緊急帝王切開シミュレーションや新生児蘇生法（NCPR）、
母体急変対応（JCIMELS）シミュレーションコースも定期的に開催し、
急変時にも的確に対応できる体制の整備に努めています。さらに、
遺伝専門医・認定遺伝カウンセラーによる出生前診断、周産期専門
医による合併症妊娠管理、超音波専門医による胎児診断も実施し、
妊婦さんが安心して分娩に臨める周産期医療を提供しています。

センターの特徴
TOPICS 

妊娠年齢の高年化や生殖補助治療の増加により、妊娠前からの
健康管理（プレコンセプションケア）の重要性が高まっています。
当院では、リウマチセンターと連携し、プレコンセプションケアの
一環として母性外来を開設しています。専門医や助産師が、妊
娠や持病・薬に不安のある女性に対し、妊娠前カウンセリングを
行い、安心して妊娠に臨めるよう丁寧に説明や相談を行っていま
す。また、プレコンセプションケアに加えて、産後から次の妊娠ま
での健康管理（インターコンセプションケア）にも力を入れていま
す。1か月健診以降も継続的にフォローし、合併症妊娠の既往
がある方にも専門的なサポートを提供しています。

食道がんセンター
センター長  安田 卓司 主任教授
出 身 大 学 大阪大学
専 門 分 野 上部消化管（食道・胃）悪性・良性疾患、食道がん・胃がんの外科治療を中心とした集学的治療
専門医資格 外科専門医・消化器外科専門医・消化器病専門医・消化器内視鏡専門医・気管食道科専門医

当センターは、進行が早く、悪性度が高い食道がんをより高度に、専
門的に診断、治療するために2026年4月に開設しました。食道が
んは、手術、薬物治療、放射線治療、内視鏡治療などを組み合わせ
て集学的に治療しますが、その組み合わせや順番は結果を大きく左
右します。当センターでは、外科、腫瘍内科、消化器内科、放射線
治療科が一堂に会するキャンサーボードを毎週開催して最適、最善
の治療を症例毎に検討しています。また、手術リスクが高く、高難度
の食道がん手術は、経験豊富な外科医、麻酔科、ICUスタッフ、看
護師、薬剤師、理学療法士、言語聴覚士、栄養士等による充実した
チーム医療でサポートします。"南大阪唯一の大学病院 "、"南大阪
唯一の食道がん手術年間60例以上の食道外科専門医認定施設 "
の自覚を持って、南大阪の最後の砦としてその責務を果たしていきた
いと思います。

センターの特徴
TOPICS 

食道がん手術のほとんどは低侵襲下（胸腔鏡またはロボット支援）
に実施され、術後は理学療法士による呼吸リハビリテーション、
歯科衛生士による口腔ケア、言語聴覚士による嚥下リハビリテー
ションの積極的介入により肺合併症は激減しています。放射線
治療では、最新鋭の強度変調放射線治療（IMRT）を備えて心 ･
肺への副作用の軽減を図り、頸部食道癌に対しては根治的化学
放射線療法によって発声機能を温存しながら根治を目指していま
す。早期癌に対しては内視鏡的粘膜切除を、高度進行がんに対
しては治験治療を含む最新の薬物治療を提供し、切除の可能性
があればコンバージョン手術で拡大手術にも挑戦しています。
全ての進行度に対して最先端の医療が提供できる体制を整え、
『からだに優しい治療』から『諦めない治療』まで積極的に取り
組んでいます。

その他センター28
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胆膵疾患センター
診 療 部 長  工藤 正俊 主任教授
出 身 大 学 京都大学
専 門 分 野 肝疾患（特に肝細胞がんの診断と治療）、B型肝炎、C型肝炎、肝硬変、門脈圧亢進症、消化器疾患全般
専門医資格 総合内科専門医・消化器病専門医・肝臓専門医・超音波専門医・消化器内視鏡専門医

全国的な胆膵疾患患者の増加に伴い、専門的な診
療・特殊内視鏡検査 /治療が求められる患者が増加
しています。当センターは消化器内科、外科、看護
師、薬剤師、栄養士、医療支援課などの専門チーム
が連携することで、胆膵疾患に対し、総合的かつ質の
高い医療を提供いたします。当センターの特徴は「質・
件数ともに全国トップレベルの超音波内視鏡下生検
（EUS-FNA）、超音波内視鏡下経消化管的胆道ドレ
ナージ（EUS-BD）などの胆膵内視鏡精査・治療」「膵
癌診療ガイドラインを含む多くのガイドラインへの参画
による各種学会との強い連携」「国内外のロールモデ
ルとされる、膵癌早期診断プロジェクトや重症急性膵
炎治療プロジェクトなどの地域連携診療構築」が挙げ
られます。私どもは医療の質向上が患者さんの生活
の質向上に繋がり、地域の胆膵疾患診療の中核とし
て機能することで、地域医療全体の発展に寄与させて
いただければ、と考えております。

センターの特徴
TOPICS 世界初の膵癌特異的スクリーニング法
膵がんは膵臓に発生する悪性腫瘍であり、2021年の統計（部位別がん死亡
数）によると、膵がんによる死亡数は男性で第4位、女性で第3位となってい
ます。また、膵がんは年間の罹患数と死亡数がほぼ等しく、早期診断や治療
の難しさが課題とされています。膵がんの罹患率は年々上昇しており、いかに
早期診断を行い、効果的な治療につなげるかが重要な課題となっています。
当センターは九州大学病院を含めた国内外18施設および国内2企業の研究
チームと、胃の内視鏡検査の際にカメラの先端からカテーテルを出して十二指
腸液を採取し、十二指腸液に含まれる膵がん細胞が産生する特定のタンパク
質（S100P）を安全に測定できるシステムを開発しました。この検査法の有
効性を検証するために、国内外で合計1,140名（膵がん患者333名、膵疾
患患者430名、健常者377名）を対象とした4回の臨床研究を実施した結
果、最終的な本検査の検査性能は、感度82.4%、特異度77.6%、陽性的中
率62.2%、陰性的中率90.8%でした。本検査法は、胃内視鏡検査のオプショ
ンとして提供されるだけではなく、原因不明の腹痛がある方や膵がんリスクが
高い方（糖尿病、肥満、喫煙歴、家族歴、膵嚢胞を有する方）に対するスクリー
ニング検査としての活用が期待されています。最終的には、臨床性能試験を
行い、薬事承認を目指しています。

炎症性腸疾患（IBD）センター
診 療 部 長  工藤 正俊 主任教授
出 身 大 学 京都大学
専 門 分 野 肝疾患（特に肝細胞がんの診断と治療）、B型肝炎、C型肝炎、肝硬変、門脈圧亢進症、消化器疾患全般
専門医資格 総合内科専門医・消化器病専門医・肝臓専門医・超音波専門医・消化器内視鏡専門医

当院では、潰瘍性大腸炎やクローン病をはじめとする炎症性腸疾
患（IBD：Inflammatory Bowel Disease）患者の増加を背景に、
より専門性の高い診療体制の構築を目指し、2025年4月に「炎症
性腸疾患（IBD）センター」を新たに開設いたしました。
IBDは、再燃と寛解を繰り返す慢性炎症性疾患であり、患者さんの
生活の質（QOL）に大きな影響を与えることが知られています。当セ
ンターでは、患者さん一人ひとりの病態や生活背景に応じた、個別
化医療の提供を重視しています。さらに、消化器内科、外科、小児
科、血液浄化センター、看護部、薬剤部、栄養部など、院内の多職
種が連携し、診断から治療、生活指導、さらには社会復帰支援に
至るまで、包括的な医療体制を整えています。

センターの特徴
TOPICS 

当院炎症性腸疾患 (IBD)センターでは、潰瘍性大腸炎やクロー
ン病に対して、正確な診断と最適な治療の提供を目指していま
す。内視鏡、カプセル・バルーン小腸内視鏡、血液・便・尿のバ
イオマーカーを用いた多面的評価を行い、5-ASA製剤、ステロ
イド、生物学的製剤、JAK阻害薬、外科的治療を組み合わせた
個別化医療を実践。多職種が連携し、寛解維持・再燃予防か
ら生活支援・社会復帰まで一貫して対応します。専門外来は週
複数回設置し、安定した通院体制を確保。患者教育や治療選
択支援にも注力し、新薬の治験参加も可能です。さらに、地域
医療機関との連携を強化し、病診連携による継続的な診療体制
を構築。寛解後の逆紹介や情報共有も積極的に行っています。
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肝がん高度先端治療・研究センター

肝がんは発見が難しく進行が早いがんです。肝がん高度先端治療・研
究センターはその克服に向け、世界をリードする取り組みを進めていま
す。当センターでは、日本国内の肝がん例のデータを集積する一般社
団法人・日本肝癌研究会の事務局として膨大なデータを解析し、肝が
んの発症前に介入する先制医療に関する取り組みを行なっています。さ
らに、早期診断の鍵となる超音波検査を支援する世界初の人工知能
診断の開発に取り組み、すでに実用化可能な段階に到達する成果を挙
げています。こうした医学と工学の融合に加え、当センターはグローバ
ルで行われるほぼ全ての肝がん臨床試験に本邦を代表して参加してお
り、その研究成果は世界のトップジャーナルに多数掲載されています。
例えば肝がんの分子標的薬として最も使われている「レンバチニブ」の
開発や、それを用いてTACEの効果を高める「LEN‒TACE」、さらに複合
免疫療法と局所療法の組み合わせにより進行肝がんを根治に持ち込む
「ABCコンバージョン」「ICI+抗 VEGF+TACE」といった新たな治療法
を創出し、これらの成果は国内外のガイドラインで取り上げられていま
す。加えて、肝がんの個別化医療の実現を視野に、遺伝子解析や免疫
学的アプローチに基づいた肝がん薬物療法の効果的な使用に関するト
ランスレーショナルリサーチを展開しています。肝がん診療の領域では、
世界最先端の研究・治療を行う拠点であると自負しています。

センターの特徴
TOPICS 免疫チェックポイント阻害剤の効果と

肝がんの腫瘍免疫微小環境

免疫チェックポイント阻害剤は免疫のブレーキを外してがん細胞
への攻撃を促す薬です。最近、肝がん一次治療においてこれら
を組みあせて使う併用療法が注目されています。例えば、アテゾ
リズマブ＋ベバシズマブ併用（IMbrave150試験）では従来治療
より生存期間が有意に延長し、デュルバルマブ＋トレメリムマブ併
用（HIMALAYA試験）でもソラフェニブを上回る成果が得られま
した。さらに、ニボルマブ＋イピリムマブ併用（CheckMate-9DW
試験）でも生存延長が報告され進行がんでも治癒する程の効果
を発揮します。一方、肝がんの微小環境は長期の炎症・線維化
のもとで免疫を抑える細胞・因子が優勢になりやすく、免疫療法
の効果に影響します。これら免疫療法は臨床応用が進む一方で、
その治療反応を予測する有効なバイオマーカーがないため効果
予測が難しく、重篤な副作用の管理も課題です。その解決のため、
遺伝子変異や遺伝子発現、がんに浸潤している免疫細胞の種類
やがん細胞との位置関係などの包括的、網羅的解析が進められ
ており、当センターからも多くの重要な成果が発表されています。
今後は効果予測マーカーの開発や他療法との組み合わせ研究な
どに取り組んでおり、免疫チェックポイント阻害剤を用いた治療
の効果向上を目指して研究・治療に取り組んでいます。

診 療 部 長  工藤 正俊 主任教授
出 身 大 学 京都大学
専 門 分 野 肝細胞がんの診断と治療、ウイルス性肝炎、脂肪性肝疾患、消化器疾患全般
専門医資格 総合内科専門医・消化器病専門医・消化器内視鏡専門医・肝臓専門医・超音波専門医・核医学専門医

頭頸部・甲状腺腫瘍センター
センター長  安松 隆治 主任教授
出 身 大 学 山口大学
専 門 分 野 頭頸部外科、甲状腺外科
専門医資格 耳鼻咽喉科専門医

頭頸部・甲状腺腫瘍センターでは、南大阪地域の大学病院として、主に
口腔・咽頭・喉頭・鼻副鼻腔・唾液腺（以上、頭頸部領域）および甲状
腺の腫瘍性疾患に対し、最先端技術と集学的治療を融合した高度医療
を提供しています。ロボット支援手術や光免疫療法（アルミノックス）、内
視鏡下甲状腺手術などの新規治療を導入し、患者さんの状況に応じて低
侵襲かつ新たな治療選択肢を提示できるよう努めています。治療方針の
検討に際しては、頭頸部外科、放射線腫瘍科、腫瘍内科、形成外科、歯
科口腔外科およびメディカルスタッフが連携し、根治性と機能温存の両立
を目指した最適な個別治療を行っています。

センターの特徴
TOPICS 

頭頸部進行がんに対しては、手術・放射線療法・薬物療法を
組み合わせた最適な集学的治療を行っています。適応があれ
ば、低侵襲手術（経口的内視鏡手術やロボット支援手術）を行
うことによって、発声・嚥下機能の温存と早期社会復帰を目指
しています。さらにエビデンスに基づいた免疫チェックポイント
阻害薬や分子標的薬などの薬物療法を取り入れた個別化医
療を実践しています。甲状腺腫瘍に対しても症例ごとに内視鏡
手術適応の可否を検討し、進行甲状腺癌に対しては手術を含
めた集学的治療を行っています。

その他センター28
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ゲノム医療センター
センター長  中川 和彦 特任教授
出 身 大 学 熊本大学
専 門 分 野 肺がんの早期診断、肺がんの治療、固形がんの薬物療法

新規抗がん剤の臨床試験、がんの分子標的治療、縦隔腫瘍の診断と治療

当センターは治療方針の決定に重要性を増している遺伝子検査の実施をサ
ポートする組織です。国指定のがん診療連携拠点病院である当院は、がんゲノ
ム医療中核拠点病院の大阪大学医学部をはじめとして、大阪国際がんセンター
とともにがんゲノム医療拠点病院にも指定され大阪府におけるがんゲノム医療を
担っています。近畿大学病院は、大阪府内で最大の治験センターとなっており、
遺伝子検査の結果に対応する治験を一人でも多くの患者さんに提供することが
できるよう努めています。

センターの特徴
TOPICS 

大阪南部エリアで唯一のがんゲノム医療拠点病院。
オンコマイン遺伝子検査を内製化しているのは大阪
府内では近畿大学病院のみ。検体の吟味、遺伝子
検査のプロセスと結果の深い洞察で最高水準の信
頼度を実現。当院は大阪府内でもっとも治験実施
件数が多く、遺伝子異常に合致した治験への参加も
できます。

がんセンター
センター長  中川 和彦 特任教授
出 身 大 学 熊本大学
専 門 分 野 肺がんの早期診断、肺がんの治療、固形がんの薬物療法

新規抗がん剤の臨床試験、がんの分子標的治療、縦隔腫瘍の診断と治療

当院はがん診療の品質向上を目指して、がん診療にたずさわる診療科とがん診療
に特化した中央部門を統括する「がんセンター」を組織しています。当院でがん診
療を受けておられる患者さんの安全ネットとして、がん相談支援センターと緩和ケ
アセンターを配置して日常的な相談に対応し、必要に応じた身体的、精神的負担
の軽減に努めています。がん薬物療法を安全で効率的に実施するために通院治
療センターを開設し、医師、看護師、薬剤師の多職種チーム医療を展開していま
す。放射線治療は外科的治療と並んで治癒を目指す局所治療です。放射線腫瘍
専門医をはじめとして、放射線技師、物理医学士、放射線治療認定看護師など専
門的技術を身に着けた優秀なスタッフで構成されています。

センターの特徴
TOPICS 

大阪南部エリアで唯一の大学病院内に設置された
「がんセンター」。がん診療に特化した診療科とがん
とは関係ない一般疾患の診療科が連携できるのが強
み。特に近年のがん薬物療法では免疫チェックポイ
ント阻害剤のように多彩で稀な副作用が発生し早期
の診断と適切な対応が重要です。また、当院は大阪
府で治験が最も多い病院です。その中心はがん領域
であり、治療法の限られたがん診療では新薬開発治
験は患者さんにとっても貴重な選択肢です。
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遺伝子診療部
診 療 部 長  松村 謙臣 主任教授
出 身 大 学 京都大学
専 門 分 野 腫瘍、周産期
専門医資格 産婦人科専門医・婦人科腫瘍専門医

遺伝子診療部では、地域の医療機関から患者の紹介を受け、遺伝
性疾患の検査・診断を行っています。同時に、遺伝についての心配や、
より深い遺伝情報の提供の場として、遺伝カウンセリングを行い適
切な医療に繋げています。主な診療内容として、小児・成人の遺伝
性難病疾患や遺伝性腫瘍における遺伝学的診断および医療介入、
周産期における出生前検査（NIPTや母体血清マーカー）などです。
年間約500件の遺伝カウンセリングを行っており、患者やその血縁
者が受診しております。また、当院は、遠方の血縁者に対しても一緒
に説明を聞くことができるようにオンラインでの遺伝カウンセリングも
提供しています。

センターの特徴
TOPICS 

当遺伝外来では、300以上の遺伝学的検査を保険適用もしく
は自費診療で受検できます。さらに、2024年度より胎児の染
色体疾患の検査をする出生前検査も実施できるようになりまし
た。この検査は、生まれてくる子どもの準備に役立てることがで
きます。また、遺伝カウンセリングは各専門領域の臨床遺伝専
門医と遺伝カウンセラーで行っております。生まれながらの体
質について医療管理や血縁者への影響など、時間をかけてゆっ
くりと説明しています。その他にも、遺伝学的検査の受検前に
検査のメリット・デメリットについても一人ひとりに寄り添い伝え
ています。

その他センター28
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本冊子に掲載されている専門医資格は、医療に関する情報公開を進め、患者さんの選択を拡大する観点から医師等の専門
性に関して告示で定める基準を満たし、厚生労働省への届出が受理された以下の学会が認定する資格を掲載しています。

医師の専門性資格

［団体名］ ［資格名］
 （公社） 日本整形外科学会 ･････････････････････ 整形外科専門医
 （公社） 日本皮膚科学会 ････････････････････････････皮膚科専門医
 （公社） 日本麻酔科学会 ････････････････････････････麻酔科専門医
 （公社） 日本医学放射線学会 ･･････････････････ 放射線科専門医
 （公社） 日本眼科学会 ･･････････････････････････････････眼科専門医
 （公社） 日本産科婦人科学会 ･･････････････････ 産婦人科専門医
 （一社） 日本耳鼻咽喉科学会 ･･･････････････ 耳鼻咽喉科専門医
 （一社） 日本泌尿器科学会 ･････････････････････ 泌尿器科専門医
 （一社） 日本形成外科学会 ･････････････････････ 形成外科専門医
 （一社） 日本病理学会 ･･････････････････････････････････病理専門医
 （一社） 日本内科学会 ･････････････････････････････総合内科専門医
 （一社） 日本外科学会 ･･････････････････････････････････外科専門医
 （一社） 日本糖尿病学会 ････････････････････････････糖尿病専門医
 （一社） 日本肝臓学会 ･･････････････････････････････････肝臓専門医
 （一社） 日本感染症学会 ････････････････････････････感染症専門医
 （一社） 日本救急医学会 ････････････････････････････救急科専門医
 （一社） 日本血液学会 ･･････････････････････････････････血液専門医
 （一社） 日本循環器学会 ････････････････････････････循環器専門医
 （一社） 日本呼吸器学会 ････････････････････････････呼吸器専門医
 （一財） 日本消化器病学会 ･････････････････････ 消化器病専門医
 （一社） 日本腎臓学会 ･･････････････････････････････････腎臓専門医
 （公社） 日本小児科学会 ････････････････････････････小児科専門医
 （一社） 日本内分泌学会 ･･････････････････内分泌代謝科専門医
 （一社） 日本消化器外科学会 ･･･････････････ 消化器外科専門医
 （公社） 日本超音波医学会 ･････････････････････････超音波専門医
 （公社） 日本臨床細胞学会 ･････････････････････････細胞診専門医
 （一社） 日本透析医学会 ･･･････････････････････････････透析専門医
 （一社） 日本脳神経外科学会 ･･･････････････ 脳神経外科専門医
 （公社） 日本リハビリテーション医学会 ･･ リハビリテーション科専門医
 （一社） 日本老年医学会 ････････････････････････････老年病専門医

［団体名］ ［資格名］
 （NPO） 日本胸部外科学会 ･･･････････････心臓血管外科専門医
 （NPO） 日本血管外科学会 ･･･････････････心臓血管外科専門医
 （NPO） 日本心臓血管外科学会 ････････心臓血管外科専門医
 （NPO） 日本胸部外科学会 ･･････････････････ 呼吸器外科専門医
 （NPO） 日本呼吸器外科学会 ･･･････････････ 呼吸器外科専門医
 （一社） 日本消化器内視鏡学会 ･････････消化器内視鏡専門医
 （NPO） 日本小児外科学会 ･････････････････････ 小児外科専門医
 （一社） 日本神経学会 ････････････････････････････神経内科専門医
 （一社） 日本リウマチ学会 ･････････････････････････リウマチ専門医
 （一社） 日本乳癌学会 ･･････････････････････････････････乳腺専門医
 （一社） 日本人類遺伝学会 ･････････････････････ 臨床遺伝専門医
 （一社） 日本東洋医学会 ･･･････････････････････････････漢方専門医
 （NPO） 日本レーザー医学会 ････････････････････レーザー専門医
 （NPO） 日本呼吸器内視鏡学会 ･･･････････････ 気管支鏡専門医
 （一社） 日本アレルギー学会 ･･････････････････アレルギー専門医
 （一社） 日本核医学会 ･･･････････････････････････････核医学専門医
 （NPO） 日本気管食道科学会 ･･･････････････ 気管食道科専門医
 （一社） 日本大腸肛門病学会 ･･･････････････ 大腸肛門病専門医
 （公社） 日本婦人科腫瘍学会 ･･･････････････ 婦人科腫瘍専門医
 （一社） 日本ペインクリニック学会 ･･･ ペインクリニック専門医
 （一社） 日本熱傷学会 ･･････････････････････････････････熱傷専門医
 （NPO） 日本脳神経血管内治療学会 ･･脳血管内治療専門医
 （公社） 日本臨床腫瘍学会 ･･･････････････ がん薬物療法専門医
 （一社） 日本周産期・新生児医学会 ･････周産期（新生児）専門医
 （一社） 日本生殖医学会 ････････････････････････ 生殖医療専門医
 （一社） 日本小児神経学会 ･････････････････････ 小児神経専門医
 （NPO） 日本心療内科学会 ･･････････････････････心療内科専門医
 （一社） 日本総合病院精神医学会 ･･ 一般病院連携精神医学専門医
 （公社） 日本精神神経学会 ･････････････････････････精神科専門医

歯科医師の専門性資格

［団体名］ ［資格名］
 （公社） 日本口腔外科学会 ･･････････････････････口腔外科専門医
 （NPO） 日本歯周病学会 ････････････････････････････歯周病専門医
 （一社） 日本歯科麻酔学会 ･････････････････････ 歯科麻酔専門医

［団体名］ ［資格名］
 （公社） 日本小児歯科学会 ･････････････････････ 小児歯科専門医
 （NPO） 日本歯科放射線学会 ･･･････････････ 歯科放射線専門医

掲載専門医資格について
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●阪和自動車道「堺IC」下車し、泉北2号線を左折
●堺泉北道路「太平寺IC」下車し、泉北2号線を右折
●泉北2号線を進み「和田西」の交差点を左折、
　田園大橋を渡り、「田園大橋東詰」を右折し、泉北1号線に合流、
　泉北1号線から富田林泉大津線に合流し、1つ目の降り口を降り、
　信号を左折直進約500ｍで当病院の入口

大阪メトロ御堂筋線
新大阪駅

南海電鉄
なんば駅

南海泉北線
泉ケ丘駅

約16分 近畿大学病院約26分

電車でのアクセス

車でのアクセス

●
マクドナルド

和田西

豊田橋北

田園大橋
荒山公園

原池公園

堺JCT平井IC

泉
北
1
号
線

南
海
電
鉄
泉
北
線

阪和自動車道

泉ケ丘駅 近畿大学
病院

堺泉北環状線

泉大津美原線

堺狭山線・
富田林泉大津線

堺泉北道路

泉
北
2
号
線

石
津
川

堺IC

至 

深
井

至 和泉中央

※泉北1号線…大阪府道34号線狭山線の通称
※泉北2号線…大阪府道61号線かつらぎ線の通称

近畿大学病院広域MAP
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泉ヶ丘ひろば
専門店街
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線

髙島屋 PANJO

いずみがおか
広場

スターバックス
●

田園大橋東詰

竹原大橋東詰

三原台1丁

竹原大橋

歩道橋

歩
道
橋

城山大橋

うどん
●

泉ヶ丘第3駐車場

泉ヶ丘
第4駐車場JOY PARK

東大谷
高等学校

消防署

パン●

泉
北
1
号
線

南
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電
鉄
泉
北
線

南
海
電
鉄
泉
北
線

近畿大学病院

泉
ケ
丘
駅

泉北1号線で
南からお越しのルート

泉北2号線で
お越しのルート

泉北1号線で
北からお越しのルート

狭山方面から
お越しのルート

堺狭山線・
富田林泉大津線

泉
北1
号
線

至 深井

至 和泉中央

田園大橋

泉
北
1
号
線

コ
ノ
ミ
ヤ

泉
ヶ
丘
店

JOY PARK

南
海
泉
北
線

泉
北
1
号
線

泉
ケ
丘
駅

改札

歩
道
橋

う
ど
ん
屋

至 

深
井

スターバックス
パ
ン
屋

泉ヶ丘ひろば
専門店街

泉ヶ丘
第3駐車場

泉ヶ丘
第4駐車場

東大谷
高等学校

いずみがおか
広場

バスロータリー

バス
ロータリー

竹原大橋東詰

南海電鉄泉北線「泉ケ丘駅」より徒歩でお越しのルート

エスカレーターまたは
階段で2階へ上がる

近畿大学病院

近畿大学病院近隣MAP
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　近畿大学病院は、以下の関連機関と共により良い医療を目指し、今後も大学病院として先進医療
機能の充実を計るとともに、地域の皆様に安心して受診いただける医療が提供出来る様に努力して
参ります。

近畿大学奈良病院

理念 患者本位の開かれた病院として、安全で質の高い先進医療を提供します

❶大学病院として、医学医療の進歩に関与し、社会に貢献します
❷教育病院として、人に愛され、信頼され、尊敬される医療人を育成します
❸奈良県における基幹病院として地域医療に貢献します
❹働きがいのある病院として、チーム医療と環境整備に努力します

高度急性期病院（平成 11年 10月開院）
地域災害拠点病院（平成 16年 3月認可）
地域がん診療連携拠点病院（平成 20年 2月認可）
地域医療支援病院（令和 4年 4月認可）

基本方針

病院の概要

病 院 長 村木　正人
所 在 地 〒 630-0293 奈良県生駒市乙田町 1248番地 1 
T E L 0743-77-0880
E - m a i l infonara@med.kindai.ac.jp
H P https://www.med.kindai.ac.jp/nara/

診療科目

循環器内科／消化器内科／内分泌・代謝・糖尿病内科／血液内科
リウマチ・膠原病内科／腎臓内科／呼吸器・アレルギー内科／腫瘍内科／脳神経内科
消化器外科／乳腺・内分泌外科／呼吸器外科／脳神経外科／産婦人科／小児科／眼科
皮膚科／泌尿器科／耳鼻咽喉・頭頸部外科／形成外科・美容外科／メンタルヘルス科
歯科口腔外科／整形外科／放射線科（腫瘍部門・診断部門）
麻酔科／病理診断科／救命救急科／緩和ケア科／小児外科／心臓血管外科

病 床 数 518床

関連病院紹介
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近畿大学病院では受診される皆様が以下に掲げる
権利を有することを確認し、尊重します。

受診される皆様の権利

1． 人間としての尊厳を尊重されながら医療を受ける権利
2．病院全機能をあげて最善で安全な医療を受ける権利
3． 自らの心身の状態を理解するために病院から必要な
情報を得る権利

4． 病院から必要十分な情報の説明を得た上で、自己の
自由な意志に基づいて医療行為を決定する権利

5． プライバシーの保護を受ける権利
6． 必要に応じ、医療費用の内容に関する情報を受ける
権利

守っていただく事項

近畿大学病院は受診者および病院の双方がお互いに尊敬
し、協力し合うことが最善の医療サービスの提供につながる
ものであると考えますので、受診者の皆様には次のような事
項を守っていただきますようお願いします。

1． 心身の健康状態、その他の必要事項について正確な情報をお
伝え下さい。

2． 検査や治療などの医療行為は説明を受け納得の上で受けて下
さい。
合意できない場合はその旨お知らせ下さい。

3． 病状の変化や、治療中に生じた問題についてお知らせ下さい。
4． 病院ではお互いに礼儀正しく思いやりのある態度で接して下さい。
5． 病院内では静粛を保ち、器物は大切に取り扱って下さい。
6． 敷地内での禁酒・禁煙を守って下さい。
7． 医療費の支払い請求を受けたときには速やかにお支払い下さい。

患者本位の開かれた病院として、

安全で質の高い先進医療を提供します。

基本方針

特定機能病院として、医学医療の進歩に関与し、社会に貢献します。

教育病院として、人に愛され、信頼され、尊敬される医療人を育成します。

南大阪における基幹病院および救急災害拠点として地域医療に貢献します。

働きがいのある病院として、チーム医療と環境整備に努力します。

1
2
3
4

理念
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緊急患者紹介方法について

072-288-6252

0120-145-810

072-298-1731

072-288-7377

医事グループ（地域連携）

緊急時要請出動ドクターカーシステム

（受付時間 平日 9：00～17：00）

脳卒中コール

救命救急センター
24時間体制、年中無休

24時間体制、年中無休

直ちに専門医療が必要な症例など

重度外傷・重症疾病、中毒・熱傷、その他の高度な救急医療

医療機関からの要請により当院医師がドクターカーに同乗して患者さんを
お迎えにあがります。

脳卒中を疑う①急性発症の麻痺や言語障害（一過性を含む）、②意識障害、③突然の激しい頭痛、などを呈する患者さん

（ハートコール／心臓血管センター）

※

※

心臓血管系・循環器疾患の重症患者さん

心臓血管センター（循環器内科）・
心臓血管外科・脳神経外科
平日　 9：00～ 17：00
土　 9：00～ 12：45
※日・祝、12/29～ 1/3、11/5（創立記念日）は除く

主な対象

体　制

直通TEL

072-298-1657
F A X

072-288-6236

072-288-6252

072-298-1657

072-298-1722

0120-145-810

072-288-7065

医事グループ（地域連携）
外来診察予約（医療機関専用）

（受付時間 平日 9：00～20：00）

（受付時間 平日 9：00～17：00）

転院・その他お問い合わせ

周産期コール

ハートコール

救急外来受付FAX

イーヨゴ ハート

24時間体制、年中無休

24時間体制、年中無休

産科救急（母体救急、胎児救急）、婦人科救急

救命救急センター／脳卒中コール／ハートコール

※病院・診療所・救急隊からの連絡用です。

地域医療連携について
※

※

T E L

T E L

F A X

072-298-1650
F A X

狭心症、心筋梗塞、心不全、不整脈、大動脈解離、又はその疑いなどの重症循環器疾患

〒590-0197
大阪府堺市南区三原台1丁14番1号 
TEL（072）288-7222（代表）　
https://ｗｗｗ.med.kindai.ac.jp 公式HP 公式LINE特定機能病院




